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大
學

の
肚
會
輻
祗
學
科

に
お
け
る

専
門
教
育
内
容
に

つ
い
て

1

國
際
祗
會
福
祉
關
係
會
議
に
出
席
し
て
考
え
た
こ
と
ー

上

田

千

秋

は
じ
め
に

私

が
佛
教
大
學
肚
會
學
部
瓧
會
幅
祉
學
科
の
專
任
教
員
と
し
て
、
瓧
會
事
業

の
教
育

の
こ
と
に
專
念
す
る
よ
う

に
な

つ
て
約
三
年
に
な

る
。

こ
の
間
に
特
に
頭
を
痛
め
た
問
題
の

一
つ
に
、
肚
會
事
業
の
カ
リ
キ

ユ
ラ
ム
の
こ
と
が
あ
り
、
日
本
瓧
會
事
業
學
校
連
盟
に
加
入
し

て
い
る
他
の
大
學

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
參
照
し
て
み
た
り
、
各
地
の
先
輩
の
先
生
方

の
意
見
を
伺

つ
た
り
、
本
學
肚
會
輻
祉
學
科
の
諸
先

生
や
學
生
諸
君
と
適
宜
檢
討
し
て
み
た
り
し
た
け
れ
ど
も
、
改
善
の
た
め
に
、
こ
れ
は
と
思
う
ヒ
ン
ト
は
な
か
な

か
見

つ
か
ら

な

か

っ

た
。そ

こ
で
、
佛
教
大
學
學
會
に
御
相
談
し
た
と
こ
ろ

一
度
海
外
に
出
か
け

て
勉
強
し
て
み
た
ら
よ
い
と
い
う
有
難

い
お
話

を
頂

い
た

の

で
、
昭
和
四
五
年
夏
、
短
期
間
で
は
あ
つ
た
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
市

で
開
か
れ
た
國
際
瓧
會
輻
祉

の
各
會
議
に
出
席
し
て
諸
外
國

の
實
状
を
學

ん
だ
次
第
で
あ
る
。

以
下

の
リ
ポ
ー
ト
は
、

「
大
學
の
瓧
會
幅
祉
學
科
に
お
け
る
專
門
教
育
内
容
」
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。

も

つ
と
も
こ
の
課
題
は
、

一
個
人
が
短
期
間

に
結
論
的
解
答
を
導
き
出
せ
る
よ
う
な
性
質

の
も
の
で
は
な
い
し
、

つ
ね
に
多
數

の
研
究
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者

に
よ
つ
て
、
廣
く
間
斷
な
く
問
わ
れ
續
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
課
題
で
あ
り
、
海
外
で
求
め
ら
れ
た
素
材
を
日
本

の
風
土
の
な
か
で
ど
う

活
用
す
る
か
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
課
題
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、

こ
こ
に
提
出
す
る
私

の
リ
ポ
ー
ト
は
、
課
題
を
マ
ク
ロ
に
把
握
し
て
い
て
具
體
性
に
欠
け
て
い
る
し
、
内
容
が
幼
稚
で

あ

る
こ
と
を
自
認
せ
ざ
る
を
得

い
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
問
題
の
發
端
と
な
る
わ
が
國

の
肚
會
福
祉
教
育

の
當
面
す

る
問
題
に

つ
い
て
簡
單

に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

剛
、
わ
が
國
の
耻
會
福
祉
教
育
に
つ
い
て

わ
が
國
に
お
け
る
組
織
的
な
肚
會
事
業
教
育
の
沿
革
は
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
科
學
的
合
理
的
な
教

育
計
畫
が
採
用
さ
れ
た
の
は
戰
後

の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

昭
和
二
二
年
十

一
月
、
大
學
基
準
に

「
瓧
會
事
業
學
部
」
が
正
式
に
認
め
ら
れ
、
瓧
會
事
業
學
部
で
履
修
す
る
科
目
は
、
こ
れ
を

一
般

教
養
、
專
門
學
科
、
同
實
習
の
三
種
に
分
け
、
四
學
年
を
通
じ
て

=

一〇
單
位
以
上
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
、
特
に
專
門
學

科

お
よ
び
實
習
に

つ
い
て
は
次

の
如
く
定
め
ら
れ
た
。

專
門
學
科
を

つ
ぎ
の
如
く
定
め
る
。

ω

處
理
部
門
-

醫
學
知
識
、
精
神
衞
生
、
瓧
會
衞
生
、
兒
童
幅
祉
、
特
殊
兒
童
問
題
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
、
グ

ル
ー
。フ
ワ
ー
ク
、
生

活
指
導

(計

一
六
單
位
)

ω

調
査
部
門
-

瓧
會
調
査

(演
習
を
含
む
)
、
瓧
會
統
計

(計
六
單
位
)

㈹

行
政
部
門
-

瓧
會
事
業
概
論
、
肚
會
立
法
、
肚
會
事
業
組
織
、
勞
働
問
題

(,fi
1
O
單
位
)

ω

以
上
三
二
單
位
を
必
修
し
、
他
に
次

の
こ
ど
き
選
擇
種
目
を
履
修
す
る
。

就
會
思
想
史
、
經
濟
史
、
兒
童
心
理
學
、
青
年
心
理
學
、
肚
會
心
理
學
、
瓧
會
教
育
、
犯
罪
論
、
家
族
論
、
都
市

・
農
村
肚
會

學
、
婦
人
問
題
、
人
口
問
題
、
職
業
補
導
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
オ
ー
ガ

ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
。
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實
習
を
つ
ぎ
の
ご
と
く
定
め
る
。

實
習
は
瓧
會
事
業
施
設

に
お

い
て
家
庭
保
護
、
兒
童
保
護
、
醫
療
保
護
、
ケ
ー
ス
指
導
、
グ
ル
ー
。フ
指
導
、
瓧
會
事
業
行
政
等
に

關
し
、
最
絡
學
年
に
お
い
て
最
低
七
單
位
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
實
習
開
始

の
年
齡
は
滿

二

一
歳

と
し
、
實
習
指

導

の
責
任
は
當
該
施
設
の
當
事
者
に
ま
か
せ
、
實
習
の
運
營
に
關
し
て
は
、
學
校
當
局
、
施
設
當
事
者
及

び
施
設
監
督
官
廳
を
も

つ
て
構
成
す
る
委
員
會
に
お
い
て
行
な
う
。

戰
後
の
新
制
大
學
教
育
制
度
の
草
創
期
に
、

い
ち
早
く
設
定
さ
れ
た
こ
の
祗
會
事
業
學
部
設
立
基
準
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍

の
強
力
な

指

導
の
下
に
實
施
に
移
さ
れ
た
が
、
こ
の
基
準

の
モ
デ
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
大
學
院
レ
ベ
ル
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
あ

つ
た

に
も

か
か
わ

ら

ず
、
わ
が
國
で
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
新
制
大
學
ま
た
は
短
期
大
學
で
實
施
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
、
肝
心
の
教
員

の
不
足
や
教
材

の

不
足
な
ど
が
災

い
し
て
、
理
論
と
實
踐
の
結
合
と

い
う
點
か
ら
み
れ
ば
、
む
し
ろ
當
時
の
專
門
教
育

は
失
敗
で
あ

つ
た
と
も

い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
更
に

一
般
化
し
た
福
祉
國
家
論

の
展
開
や
、
若

い
世
代

の
瓧
會
福
祉

へ
の
關
心
の
高
ま
り
に

つ
れ
て
、
或

い
は
安
上

り

の
大
學
急
増
對
策
に
便
乘
し
て
か
、
杜
會
幅
祉
系

の
單
科
大
學
や
瓧
會
幅
祉
學
部
、
學
科
を
も

つ
大
學
は
漸
増

の

一
途
を
辿
る
よ
う
に

な

つ
た
。
昭
和
三

一
年
、
國
際
瓧
會
事
業
學
校
連
盟

の
日
本
支
部
と
し
て
の
性
格
を
も
も

つ
て
創
立
さ
れ
た

「
日
本
瓧

會
事

業
學

校
連

盟
」
の
當
初

の
加
盟
校
は
九
校
で
あ

つ
た
が
、
四
五
年
十
月
現
在
こ
の
連
盟
に
加
入
す
る
大
學
の
數
は
、
三
三
校

に
逹
し
て
い
る
。

(う

ち
大
學
院
を
有
す
る
大
學
八
校
、
大
學

一
六
校
、
短
期
大
學
九
校
で
あ
る
)。

も

つ
ど
も
肚
會
幅
祉
系

の
學
科
ま
た
は
專
攻

コ
ー
ス
を
設
置
す
る
大
學
で
、

こ
の
連
盟
に
加
入
し
て
い
な

い
例

も
存
在
す
る
の
で
、
正

確

で
は
な
い
が
、

一
應
わ
が
國
の
瓧
會
輻
祉
教
育
は
大
學
レ
ベ
ル

u
n
d
e
rg
r
ad
u
a
te
le
v
e
l
を
中
核

と
し
て
行

な
わ
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
し
か
も
連
盟
加
入
の
三
三
校
に
は
、
國
立
大
學
は
存
在
せ
ず
、
公
立
大
學

は
、
短
期
大
學

一
校
を
含
め
僅

か
に
四
校
に
し
か
過
ぎ
な

い
。

つ
ま
り
わ
が
國
の
肚
金
旦
碣
祉
教
育
は
、
そ
の
重
責

の
大
部
分
を
私
立
大
學
に
委
ね
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

肚
會
幅
祉
の
專
門
教
育
が
、
主
と
し
て
私
立
大
學
に
よ

つ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
形
式
的
に
は
ア
メ
リ

ヵ
ど
軌
を

一
に
し
て
お
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り
、
教
育
研
究
機
能

の
上
で
重
要
な
、
創
造
性
や
開
拓
性

の
確
保
と
い
つ
た
よ
う
な
面
で
は
。ブ
ラ
ス
の
効
果
を
期
待
で
き
る
け
れ
ど
も
、

卒
業
生
の
就
職
條
件
や
、
祗
會
幅
祉
と
い
う
專
門
職
業
に
對
す
る
肚
會
的
價
値
觀
の
増
大
と
か
い
つ
た
面
に
お
い
て
は
、
現
状
か
ら
み
て

滿
足

で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
加
え
て
、
近
來
の
私
立
大
學
の
財
政
難

に
原
因
す
る
教
員
確
保
の
む
つ
か
し
さ
、
教
育
研
究
設
備
の
脆
弱

さ
な
ど
は
、
と
り
わ
け

マ
ン

・
ツ
ー

・
マ
ン
方
式
に
よ
る
高
度
の
人
格
的
ふ
れ
合

い
を
不
可
欠
の
條
件
と
す
る
瓧
會
輻
祉
教
育
の
分
野
で

は
、
近
い
將
來
に
大
き
な
危
險
を
内
藏
し
て
い
る
と
い
つ
て
良

い
。

日
本
瓧
會
事
業
學
校
連
盟
は
、
教
材
研
究
な
ど
獨
自

の
事
業
の
他
に
、
肚
會
輻
祉
主
事

の
資
格
要
件

の
是
正
、
瓧
會
輻
祉
學
士
號
の
新

設
、
肚
金
旦
碣
祉
關
係
國
家
予
算
の
増
額
な
ど
、
肚
會
輻
祉
の
專
門
性

の
確
保
、
肚
會
幅
祉
の
全
般
的
推
進
の
た
め
に
精

一
杯

の
肚
會
行
動

を
續
け
て
い
る
が
、
さ
き
の
文
部
省

の
基
準
で
は
、
時
代
の
要
請
に
應
え
た
專
門
教
育
を
實
施
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
し
て
、
昭
和

四

一
年
、

「
總
合
大
學
祗
會
頑
祉
學
科

の
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
を
決
定
し
た
。

こ
れ
は
、
四
年
制
大
學
で
瓧
會
輻
祉
關
係
の
專
門
學
科
を
設
立
し
た
場
合
、
そ
の
學
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
基
準

を
示
す
も
の
で
あ
り
、

學
科

の
科
目
を

一
般
教
育
と
專
門
科
目
に
區
分
し
、
後
者
に
つ
い
て
の
み
檢
討
を
加
え
ら
れ
た
も

の
で
、
專
門
科
目

の
單
位
数
を
七
六
單

位

以
上
と
假
定
し
、
單
位
數
を
部
門
別
に
配
分
し
た
も
の
で
、
祗
會
幅
祉
專
攻
課
程
を
設
け
た
場
合
も
、
ほ
ぼ
學
科
基
準
に
準
ず
る
よ
う

要
請
さ
れ
て
い
る
。

日
本
瓧
會
事
業
學
校
連
盟

の
專
門

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

ー

専
攻
科
目

(○
印
は
必
修
科
目
と
す
る
)

ω

基

準

部

門

ー

○
瓧
會
幅

祗
概

論
、
○
瓧

會
輻
祉

發
達
史
、
○
肚

會
幅
祉

法
制
、
○
瓧
會
保
障
概
論
、
○
演
習
、

肚
會
問
題
、
生
活
構
造
論
、
人

格
發
達
論

(
人
格
發
達

の
瓧
會
的
側

面
に

つ
い
て
)
、
(
二
四
單
位
以
上
)

②

分

野

部
門

1

0
公
的
扶

助
論
、
○
兒
童
幅
耻
論

、
家
庭
幅
趾
論
、
保
育
理
論
、
養
護
理
論
、
老
人
幅
祉
論
、

身
體
障

害
者

幅
祉
論

、
精
肺
障

害

者

幅
耻
論
、
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ

ヨ
ン
論
、
醫
療
肚
會

事
業
論

、
精

紳
醫
學
的
瓧
會
事
業
論
、
更
生
保
護
論
、
産
業
幅
阯
論

、
地
域
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輻
祉
論

(
一
〇
單
位
以
上
)

㈲

方

法

・
技

術

部

門

1

0

ソ

シ

ァ

ル

・
ヶ
ー

ス

ワ

ー
ク

、

○

ソ
ー

シ

ア

ル

・
グ

ル
ー

プ

ワ
ー

ク
、

○

コ

ミ

ュ

ニ
テ

ィ

・
オ
ー

ガ

ニ
ゼ

ー

シ

ヨ

ン

(
ソ
ー
シ
ア
ル
・
ア
ク
シ
ヨ
ン
を
含
む
)
、
6
祗
會
幅
祉
調
査
法
、
肚
會
幅
祉
管
理
論
、
瓧
會
福
祉
行
政
論
、
瓧
會
頑
祉
調
査
實
習
、

瓧
會
統
計
法

(
一
四
單
位
以
上
)

ω

瓧
會
幅
祉
實
習

(四
單
位
を
必
修
と
し
て
そ
れ
以
上
)

豆

關
連
科
自

醫
學
知
識
、
精
祚
衛
生
、
公
衆
衛
生
學
、
發
達
心
理
學
、
兒
童
心
理
學
、
肚
會
心
理
學
、
臨
床
心
理
學
、
心
理
檢
査
法
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
家

族
肚
會
學
、
都
市
瓧
會
學
、
農
村
肚
會
學
、
産
業
瓧
會
學
、
犯
罪
瓧
會
學
、
肚
會
病
理
學
、
家
族
法
、
兒
童
文
化
論
、
文
化
人
類
學
、
肚
會
教
育

學
、
肚
會
思
想
史
、
瓧
會
倫
理
學
、
勞
働
問
題
、
祗
會
政
策
、
人
事
管
理
、
協
同
組
合
論
、
行
政
論
、
財
政
論
、
國
家
論
な
ど

現
在
、
瓧
會
幅
祉
系
の
講
座
を
も

つ
大
學
に
お
い
て
は
、

こ
の
基
準
を
考
慮
し
て
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
が
、
大
學
設
置
基

準

が
優
先
す
る
日
本
の
特
性
を
反
映
し
て
か
、
學
校
連
盟
の
定
め
た
こ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
繦
樹
性
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
た
が

つ
て
こ
の
連
盟
の
基
準
に
合
致
し
な

い
か
ら
と
い
つ
て
認
可
さ
れ
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
點
は
ア
メ
リ
カ
の
實
状
と
は
大
き

な
差
異
が
あ
る
。

連
盟

の
定
め
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
基
準
に
は
、
わ
が
國
獨
自

の
事
情
を
考
慮
し
光
部
分
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
基
礎
的
な
骨
組
み
は
、
依

然

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
瓧
會
事
業
學
校

(大
學
院
)
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
稀
釋
し
た
形
で
用

い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
批
剣
も
あ
る
。

さ
ら
に
、

一
九
六
〇
年
代

の
十
年
間
に
お
け
る
わ
が
國
の
急
激
な
祗
會
變
動
は
、
複
雜
か
っ
深
刻
な
影
響
を
、
國
民
大
衆
、
と
く
に
瓧

會
輻
趾

の
直
接
的
對
象
に
集
中
的
に
及
ぼ
し
、
そ
の
結
果
、
祗
會
輻
祉
の
現
業
從
事
者
、
研
究
者
の
大
多
數
に
對

し
て
、
耐
會
幅
阯

の
主

體

と
客
體
に
關
す
る
認
識
と
、
方
法
技
術
の
す
べ
て
に
つ
い
て
根
本
的
な
再
檢
討
を
迫
る
と
い
つ
た
事
態
を
生
ず

る
よ
う
に
な
つ
た
。

學
問
の
傳
統
と
研
究
の
歴
史
が
淺
く
、
そ
れ
だ
け
に
未
成
熟
で
は
あ
り
な
が
ら
、
す
ぐ
れ
て
實
踐

の
科
學
た
る

こ
と
を
要
請
さ
れ
て
い



MM

る
瓧
會
幅
祉
學
、
と
く
に
そ
の
教
育
體
系
と
内
容
に
對
す
る
不
滿
は
、
從
事
者
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
時
代
感

覺
に
敏
感
な
瓧
會
幅
祉

系
學
生
の
間

か
ら
も
彭
湃
と
し
て
起

つ
た
。

い
わ
ば
ア
メ
リ
カ
の
亜
流
と
も

い
え
る
現
行
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
て
、
變
動
す
る
瓧
會
的
經
濟
的
要
因

の
彊

い
刺
戟
に
も
耐
え

得

る
肚
會
幅
祗
教
育
の
體
系
づ
け
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
こ
の
課
題
の
解
決

の
た
め
の
よ
す
が
を
求
め
て
、
不
安

と
期
待
と
焦
燥
感
に
か

ら

れ
な
が
ら
、
私
は
そ
の
た
め
の
研
修

の
場
を
、
國
際
祉
會
事
業
學
校
會
議
お
よ
び
そ
の
前
後
に
開

か
れ
た
瓧
會
幅
祗
關
係
の
他
の
國
際

會
議
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

二
、
國
際
就
會
事
業
學
校
會
議
に
つ
い
て

海
外

の
杜
會
輻
祉
に
關
す
る
學
界
の
近
状
と
そ
の
進
展
の
方
向
を
、
包
括
的
に
學
び
と
る
に

は
國
際
杜

會
事

業
學

校
連

盟

H畧
Φ
学

n
a
tio
n
al
A
ss
oc
ia
tion
o
f
S
ch
o
o
ls
o
f
S
o
c
ia
l
W
o
rk

(略
稱
I
A
S
S
W
)
の
會
議
に
參
加
す
る
こ
と
が
最
適

の
方
法
と
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
I
A
S
S
W
の
前
身
で
あ
る
國
際
祗
會
事
業
學
校
委
員
會
が
結
成
さ
れ
た
の
は

一
九
二
九
年

(昭
和
四
年
)
の
こ
と
で
、
當
初
は
主

と
し
て
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
國
の
肚
會
事
業
學
校
を
母
體
と
し
た
小
規
模
な
組
織
で
あ

つ
た
が
、
第

二
次
大
戰
後
は
、
文
字
ど
お
り
國
際
的

規
模
に
擴
大
し
、
現
在
で
は
國
際
連
合
、

ユ
ニ
セ
フ

・
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
の
諮
問
機
關

に
も
な

つ
て
お
り
、
十
六
の
各
國
肚
會
事
業
學
校
連

盟

を
下
部
機
構

に
も
ち
、
世
界
四
七
力
國

の
瓧
會
事
業
學
校
、
計
三
六
七
校
が
會
員
校
ど
な

つ
て
い
る
。

I
A
S
S
W
は
發
足
以
來
、
原
則
と
し
て
隔
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
總
會
や
、
地
域
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
諸
種

の
集
會
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

つ

て
着
實
に
發
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

い
ま
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
主
要
會
議
の
開
催
年
と
開
催
地
は
次

の
如
く

で
あ
る
。

一
九
三
二
年

フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト

一
九
三
四
年

ブ
ラ
ッ
セ
ル

一
九
三
五
年

ベ
ン
ト
ベ
ル
ド
(オ
ラ
ン
ダ
)

一
九
三
六
年

ロ
ン
ド
ン

一
九
三
八
年

ジ

ュ
ネ
ー
ブ

一
九
四
七
年

パ
、リ



鉱

一
九

四

八

年

ニ

ユ
ー

ヨ
ー

ク

一
九

五

σ

年

パ

リ

一
九

五

二
年

ス
ト

ッ
ク

ホ

ル

ム

一
九

五

二
年

マ
ド

ラ

ス

一
九

五

四

年

ト

ロ
ン

ト

一
九

五

六

年

チ

ュ
ー

リ

ッ
ヒ

一
九

五

八
年

東

京

一
九

六

一
年

ロ
ー

マ

一
九

六

二
年

ベ

ロ

・
ホ
リ

ゾ

ン
テ

(
ブ
ラ

ジ
ル
)

一
九

六
四

年

ア

テ
ネ

一
九

六

六
年

ワ

シ

ン

ト

ン

一
九

六
八

年

ヘ
ル

シ

ン

キ

一
九

七

〇
年

マ

ニ
ラ

一
九

七

二
年

へ
ー

グ

(豫
定
)

I
A
S
S
W
の
現
行
規
約
は
、

『適
格
な
專
門

ソ
シ
ア
ル

・
ワ
ー
カ
ー

S
o
c
ia
l
W

o
rk
e
r
を
養
成
す
る
専
門

瓧

會
事
業
教
育
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
正
統
な
發
展
に
寄
與
す
る
』
と
目
的
を
明
示
し
、
そ
の
實
現
を
目
ざ
し
て
以
下

の
活
動
を
行
な
う
こ
と
を

定

め
て
い
る
。

『瓧
會
事
業
教
育
の
質
的
向
上
と
、
國
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
。フ
を
確
保
す
る
た
め
に
、
事
務
局
を
通
じ
て
次
の
各
項

の
事
業
及
び
適
當

な
他
の
事
業
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

ω

瓧
會
事
業
教
育
に
關
す
る
國
際
會
議

の
開
催
。

ω

所
要
の
惰
報

の
收
集
と
傳
逹
。

㈲

地
域
部
會
を
含
む
國
際
研
修
會
議

の
開
催
。

ω

瓧
會
事
業
教
育
に
關
し
て
、
各
國
政
府
又
は
民
間

の
國
際
團
體
に
協
力
す
る
こ
と
。

㈲

教
授

・
學
生
の
交
流
の
援
助
。』

瓧
金
旦
碣
祉
は
、
現
實
と
遊
離
し
た
抽
象
理
念
で
は
な
く
、
現
實
に
動

い
て
い
る
實
踐
の
世
界
か
ら
、
な
ま
な
ま
し
い
素
材
の
提
供
を
受

け

る
こ
と
に
よ

つ
て
成
立
す
る
科
學
で
あ
る
以
上
、
現
業
と
密
接
な
癒
着
を
必
要
と
す
る
こ
ど
は
當
然
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
前
記

の
五
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種

の
事

業

が
、

肚

金
旦
碣
祉

の
分

野

で
最

も
積

極

的

な

活

動

を
續

け

て

い

る
他

の

二

つ
の
國

際

團

體

、

師

ち

國

際

肚

金
旦
碣
祗

會

議

H
暮

奠

・

n
a
t
io
n
a
l
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e

o
f

S
o
c
ia
l

W

e
lf
a
r
e

(略

稱
I
C
S
W
)
お

よ

び

國
[際

ソ

シ
ア

ル

・
ワ

ー

カ

ー

l盟

I
n
te
r
n
a
t
io
n
a
l

F
e
-

d
e
r
a
t
io
n

o
f

S
o
c
ia
l
W

o
r
k
e
r
s

(略

稱
I
F
S
W
)

と

、
常

に
共

同

歩

調

を

と

る

の

は
當

然

の

こ

と

と

さ

れ

る
。

事

實

こ

の

三

つ

の
國

際

團

體

が
開

催

す

る
國

際

會

議

(總
會
)

は
、

同

じ

年

に
、

同

じ
開

催

地

で
前

後

し

て
開

か

れ

る
よ

う

に

な

つ

て

お

り

、

專

門

研

究

誌

『
國

際

瓧

會

}事

業

In
t
e
r
n
a
t
io
n
a
l
S
o
c
ia
l
V
W
o
r
k
』

(季
刊
)

は

三
者

が
共

同

で
編

集

し
刊

行

し

て

い

る

(も

つ
と
も
最
近

で
は
こ
の
機
關
誌

を
共
同
で
な
く

個
別
的

に
發

行
す

べ
き
で
あ
る
と

い
う
意
見
も

強
ま

つ
て
き
て

い
る
)
。

今

回

の
第

十

五

回

國

際

瓧

會

事

業

學

校

會

議

は

、

八

月

三
十

日

よ

り

九

月

二

日

ま

で
、

ブ

イ

リ

ピ

ン

國

マ

ニ
ラ

市

で
開

催

さ

れ

た

が
、

會

議

の
主

な

る
。プ

ロ
グ

ラ

ム
は

次

の

と

お

り

で
あ

つ
た
。

八
月

三

〇

日

に

は
參

加

者

の
登

録

が
行

は

れ

、

午

後

八
時

か
ら

の
開

會

式

に

は

連

盟

會

長

の

ハ
ー

マ
ン

・
E

・
ス
タ

イ

ン
博

士

の

「
肚

會

輻
祗
と
開
發
ー

七
〇
年
代
の
教
育
と
訓
練
i

」
と
題
す
る
講
演
が
行
は
れ
約
三
〇
〇
人
の
出
席
者
に
深

い
感
銘
を
與
え
た
。

八
月
三

一
日
に
は

「
新
し
き
機
會
と
新
し

い
カ
リ
キ

ユ
ラ
ム
へ
の
接
近
-

第
五
回
國
連
調
査
の
評
價
1

」

を
主
題
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
は
れ
た
。

九
月

一
日
は
、

「
ア
フ
リ
カ

・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け

る
發
展
」
、
「極
東
及
び
ア
ジ
ア
に
お
け
る
發
展
」

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
發
展
」

と

い
う
地
域
別
の
研
究
會
議
が
も
た
れ
、
各
國

の
瓧
會
事
業
教
育

の
現
状
と
將
來

へ
の
展
望

が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
、
各
國
の
瓧
會
事
業

教
育
教
材

の
展
示
と
共
に
參
加
者
の
關
心
を
よ
ん
だ
。

九
月

二
日
に
は
、
國
際
祗
會
事
業
學
校
連
盟

の
總
會
が
開
催
さ
れ
、
現
状
の
報
告
、
財
政

・
事
業
計
裔
が
審
議

さ
れ
た
。
續

い
て

「
七

〇
年
代

へ
の
提
案
」
と
い
う
主
題
の
も
と
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
名
譽
會
長
D

・
E

・
ヤ
ン
グ

ハ
ズ
バ
ン
ド
博
士
の

挨
拶
と
コ
メ
ン
ト
を
も
つ
て
全
日
程
を
絡
了
し
た
。

こ
れ
と
前
後
し
て
國
際

ソ
シ
ア
ル

・
ワ
ー
カ
ー
連
盟
の
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
が
八
月

二
四
日
よ
り

二
九
日
ま
で
、
開
催
國
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
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肚
會
經
濟
に
關
す
る
國
際

セ
ミ
ナ
ー
が
九
月

二
日
よ
り
五

日
ま
で
、
國
際
瓧
金旦
嘱
祗
會
議
が
九
月
六
日
よ
り
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
の

で
あ
つ
た
。

し
た
が

つ
て
私
は
I
A
S
S
W
の
會
議
を
軸
と
し
て
、

こ
れ
と
直
接
關
連
す
る
他
の
す

べ
て
の
集
會
に
參
加
す

る
機
會
に
恵
ま
れ
、
そ

の
意
味
で
は
有
意
義
な
日
程
を
滄
化
し
た
の
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
問

に
あ

つ
て
特
に
啓
發
さ
れ
た
I
C
S
W
に
お
け
る
基
調
講
演
を
中
心

に
、

マ
ク
ロ
的
に
、
肚
會
輻
祉
教
育
の
今
後
の
指
標
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
、
社
會
開
發

へ
の
新
ら
し
い
と
り
く
み
方

ー

と
く
に
祗
會
輻
祗

の
役
割
に
つ
い
て
1

今
回

の
I
C
S
W
の
會
議
の
テ
ー
マ
は

N
e
w

S
tra
te
g
ies
F
o
r
S
o
c
ia
l
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t-
R
o
le
of
S
oc
ia
l
W
e
lf
ar
e
で
あ

つ

た

が
、

こ
れ
に
關
す
る
基
調
講
演
は
、
會
長

チ
ャ
ー

ル
ス
・
1

・
シ
ョ
ッ
ト
ラ
ン
ド
博
士
に
よ

つ
て
行
は
れ
た
。
博
士
は
米
國
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ス
大
學
學
長
事
務
取
扱
で
あ
る
が
、

「
進
歩

に
お
い
て
、
富
に
お

い
て
、
生
活
水
準
に
お
い
て
、
各
國
間
に
非
常
な
格
差
が
存
在
す
る

が
、
將
來
に
發
展
の
可
能
性
を
祕
め
た
」
ア
ジ
ア
に
お

い
て
、

こ
の
會
議
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
強
調
し

て
、
冒
頭
に
次
の
よ
う

に
述

べ
ら
れ
た
。

「
ア
ジ
ア
の
あ
る

一
國
が
G
N
P
の
上
昇
率
に
お
い
て
世
界

の
ト

ッ
。フ
に
立

つ
て
い
る
に
樹
し
て
、
他
の
諸
國

の
生
産
性
の
伸
び
は
餘

り
に
も
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
少
數

の
國

で
は
食
糧
が
過
剩
生
産
で
あ
る
に
對
し
て
、
他
の
諸
國
の
人
民
は
未
だ
に
飢
餓
と
榮

養
不
足
に
惱
ん
で
い
る
。
生
活
水
準

に
つ
い
て
も
、
全
體
と
し
て
は
常

に
向
上

の

一
途
を
示
す
國
家
が
あ
る
か

と
お
も
え
ぱ
、
他
方
で

は
人
民
の
大
多
數

が
最
低
生
活
水
準
以
下
、
さ
ら
に
は
飢
餓
水
準
に
あ
る
と

い
う
國
家
が
存
在
す
る
。
保
健
と
輻
祉
の
面
で
も
同
樣
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
ア
ジ
ア
の
主
要
國
で
は
家
族
計
畫
が
畫
期
的
な
成
功
を
み
せ

て
人
口
調
篩
が
効
果
的

に
進
ん
で
い
る
が
、
他

の
多
く
の
國
家
で
の
産
兒
制
限
計
畫
は
完
全
に
失
敗
し
て
い
る
。
あ
る
國
で
は
地
域
祗

會
開
發
計
畫
が
順
調
に

進
行
し
て
い
る
が
、
他
の
國

々
で
は
現
状
は
殆
ん
ど
失
敗
と
い
う
外
は
な

い
。

こ
れ
ら
の
餘
り
に
も
か
け
離
れ
た
差
異
は
、
ア
ジ
ア
地
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域

の
祗
會
事
業
關
係
者
に
對
し
、
重
大
な
跳
戰
と
な

つ
て
横
た
わ

つ
て
い
る
。」

明
ら
か
に
、

日
本
の
特
異
な
先
進
的
立
場
を
意
識
し
な
が
ら
述

べ
ら
れ
た
以
上
の
發
言

に
は
、

『
ア
ジ
ア
の

一
員
で
あ
る
日
本
が
、
ど

う
し
て
ア
ジ
ア
の
他
の
國
家
に
關
心
を
は
ら

い
、
効
果
的
な
援
助
や
協
力
を
行
な
わ
な
い
の
で
あ
る
か
』
と
い
つ
た
疑
問
と
警
告
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
は
う
け
と

つ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
博
士
は
、
地
球
上
の
人
口
の
増
加
が
、
肚
會
開
發
の
上
で
輕
覗
さ
れ
て
い
る
點
を
批
到
し
て
、

「
い
ま
ま
で
に
、
か
く
も
大
量
の
人
口
が
地
球
上
に
存
在
し
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。
人
口
増
加
に
よ
る
危
險

が
今
日
ほ
ど
大
き
な
こ
と

は
な
か
つ
た
。
文
明
の
夜
明
け
か
ら
、
増
え
續
け
た
世
界
の
人
口
は
、

一
八
六
〇
年
に
は
十
億
人
に
達
し
た
。

そ
の
後
六
五
年
を
經
た

一
九
二
五
年
に
は
二
〇
億
人
に
、
三
五
年
た
つ
た

一
九
六
〇
年
に
は
三
〇
億
人
に
逹
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
五
年
後
の

一
九
七
五
年

に
は

四
〇
億
人
、
い
ま
か
ら
三
十
年
後

の
二
〇
〇
〇
年
に
は
な
ん
と
六
〇
億
人
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。」

と
述

べ
ら
れ
、
と
く
に
先
進
國
で
は
、
夲
均
壽
命

の
伸
び
や
、
疾
病
率
の
低
下
を
喜
び
合

つ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
よ
そ
地
球
上
の
す

べ
て
の
人
間
に
、

"見
苦
し
か
ら
ぬ
程
度
に
品
位
を
保

つ
こ
と
の
で
き
る
生
活
"
を
保
障
す
る
立
場
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
祗
會
頑

祗

は
、
國
際
的
立
場
か
ら
、
地
球
上
の
人
口
の
爆
發
的
増
加
が
も
た
ら
す
危
險
性
に
つ
い
て
、
重
大
な
關
心
を
は
ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
博
士
は
、
國
際
肚
會
幅
祗

の
理
念
は
、
國
際
連
合

の
世
界
人
權
宣
言
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
そ
の
第
二
二
條
お
よ
び
第
二

五
條
が
、
そ
の
目
標
を
具
體
化
し
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
る
。

第
二
二
條

何
人
も
、
瓧
會
の
一
員
と
し
て
、
肚
會
保
障
を
う
け
る
椹
利
を
有
し
、
か
つ
國
家
的
努
力
お
よ
び
國
際
的
協
力
を
通
じ
て
、
ま
た
、
各
國
の

組
織
お
よ
び
資
源
に
應
じ
て
、
自
己
の
尋
嚴
と
自
己
の
人
格
の
自
由
な
發
展
と
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
經
濟
的
、
肚
會
的
お
よ
び
文
化
的
權
利
の

實
現
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
五
條

e

何
人
も
、
衣
食
住
、
醫
療
お
よ
び
必
要
な
瓧
會
的
施
設
を
含
め
、
自
己
お
よ
び
自
己
の
家
族
の
健
康
と
福
祉
の
た
め
に
充
分
な
生
活
水
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準
を
享
有
す
る
權
利
を
有
し
、
か
つ
失
業
、
疾
病
、
能
力
の
喪
失
、
老
齡
ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
る
そ
の
他
の
生
活
能
力
の
喪
失
の
場
合
に
、
保
障

を
う
け
る
權
利
を
有
す
る
。

⇔

母
と
子
は
、
特
別
の
保
護
と
援
助
を
う
け
る
權
利
を
有
す
る
。
す
べ
て
の
兒
童
は
、
嫡
出
で
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
り
な
く
、
同

一
の

祗
會
的
保
護
を
享
有
す
る
。

こ
の
目
標
達
成
の
た
あ
、
肚
會
輻
阯
の
な
す
べ
き
役
割
を
、
博
士
自
身

は
次

の
六
っ
の
分
野
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
を
言
明
さ
れ
た
。

印

ち
、
ω

人
Q
抑
制

P
o
p
u
la
tio
n
C
o
n
tro
l

v

所
得
保
障

In
c
o
m
e
S
e
cu
rity

v

保
健

H
e
a
lth

ω

都
市
化

d
旨
ρ
巳
・

z
a
tio
n

v

住
宅

H
ou
s
in
g

㈲

教
育

E
d
u
c
a
tio
n

S
六
分
野
に
お
け
る
肚
金
旦
碣
祉
の
任
務
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
人
口
抑
制
と

肚
會
幅
祉
に

つ
い
て
博
士
は
、

「
人
口
増
加
に
惱
む
國
家

に
お

い
て
は
、
家
族
計
畫
に
關
す
る
瓧
會
幅
祉

の
役
割
を
考
え
る
こ
と
。
人
口
減
少

を
示
し

つ
つ
あ
る
國
に

お
い
て
も
、
油
斷
を
す
れ
繧
、

一
世
代

の
間

に
再
び
人
口
増
加
に
惱
む
こ
と
に
な
る
。
生
活
物
資

の
量
的
確
保

が
解
決
濟
み
の
國
家
で

は
、
常

に
人
口
抑
制

へ
の
注
意
を
怠
た
ら
ず
、
生
活
諸
資
料

の
質
的
確
保
を
計

る
必
要
が
あ
る
。」
と
述

べ
ら
れ
、

所
得

保
障
の
領
域
で
は
、

「
瓧
會
輻
耻
の
主
要
な
任
務
は
、
な
ん
と
い
つ
て
も
貧
乏

の
根
繦
で
あ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
健
康
で
、
見
苦

し
く
な
い
生
活
を
營
む

に
足
る
所
得
を
全
人
口
に
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

と
強
調
し
、

保
健

と
肚
會
幅
祗
に

つ
い
て
、

「
現
状
を
放
置
す
れ
ぱ
、
未
來
の
歴
史
は
、

一
九
七
〇
年
代

の
瓧
命
旦
碣
祉
關
係
者
は
、
こ
れ
を
救
う
す

べ
を
知

り
な
が
ら
、
ど
う
し
て

多

數
の
病
疾
者
、
榮
養
不
良
者
を
放
置
し
て
お

い
た
の
で
あ
ろ
う
と
疑
う
に
ち
が
い
な
い
。」
と
皮
肉

つ
て
い
る
。

都
市

化
に
關
連
し
て
博
士
は
、

「
瓧
金
旦
碣
祉
の
課
題
は
、
都
市
を
、
人
間

が
住
む
に
値

い
す
る
町
、

ス
ラ
ム
の
な

い
町
、
貧
困

の
な

い
町
、
う

る
お

い
の
あ
る
町
に
す
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る
に
は
、
ど
う
す
れ
ぱ
良
い
か
に
か
け
ら
れ
る
。
」
と
そ
の
積
極
的
役
割
を
主
張
さ
れ
る
。

住
宅
問
題
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
人
口
の
圧
倒
的
大
部
分
は
、
健
康
で
文
化
的
な
住
宅
環
境
に
は
惠
ま
れ
て
い
な
い
と
斷
言
し
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
專
門
肚
會
事
業
職
員
が
、
住
宅
を
快
適
に
す
る
に
は
ど
う
す

べ
き
か
を
考
え
る
あ
ら
ゆ
る
計
畫
に
參
畫
し
て
い
る
こ
と
、

ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
の
國
家

の
な
か
に
は
、
瓧
會
事
業
家
が
、
大
規
模
な
住
宅
計
畫
に
參
加
し
、
家
政
教
育
や
、
家
庭

の
健
康
管
理

の
面

で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
博
士
は
と
り
わ
け
教
育
と
瓧
會
頑
祗
と
の
關
係
を
重
覗

し
、
經
濟
の
近
代
化
が

も
た
ら
す
生
活
の
複
雜
さ
か
ら
、
教
育

の
高
度
化
が
切
實
な
要
求
と
な

つ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
今
後

の
瓧
會
事
業
教
育
は
、
個
人
の
知

識

の
變
化
、
瓧
會

の
變
動
に
即
應
し
て
、
ど
う
す
れ
ぱ
個
人
と
瓧
會
に
望
ま
し
い
影
響
を
與
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
考
え
て
行
わ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な

い
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
最
近

の
歐
米
瓧
會
事
業
界

で
話
題
と
な
つ
て
い
る
ソ
シ
ア
ル
サ
ー
ビ
K

S
o
c
ia
l
S
er
v
ice
s
S
實
施
方
法
に
關
す
る
三

つ
の

傾

向
を
と
り
あ
げ
、
大
要
次
の
と
お
り
述
べ
ら
れ
た
。

ω

サ
ー
ビ

ス
の
自
-fl
選
擇

th
e
b
a
sic
g
o
al
o
f
fre
ed
o
m

o
f
c
h
o
ic
e

現
状
で
は
、

サ
ー
ビ

ス
の
滄
費
者

(祗
會
事
業
の
對
象
)
は
、
公
私

の
機
關
施
設
の
提
供
す
る
肚
會
サ
ー
ビ

ス
を
選
擇
で
き
る
状
態
に
な

い
。
資
源
の
限
ら
れ
た
國
家
に
お
い
て
は
現
實
的
課
題
で
は
な

い
に
し
て
も
、
將
來
は
二
っ
又
は
そ
れ
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
選
擇
で
き

る
よ
う
な
方
向
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

②

滔
費
者
の
參
加

c
on
su
m
e
r
in
v
o
lv
e
m
e
n
t

い
ま
ま
で
の
よ
う
に
、
瓧
會
幅
祉
關
係
者
だ
け
が
滄
費
者

の
た
め
に
計
畫
し
、
供
與
す
る
の
で
は
な
く
、
滄
費
者
と
共
に
計
畫
し
、
滄

費
者
の
參
加
を
得
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
開
發
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

㈲

普
遍
性
か
'
選
別
性

か

U
n
iv
e
rs
a
lity
v
e
rsu
s
S
elec
tiv
ity

多
く
の
國
々
に
お
い
て
、
肚
會
サ
ー
ビ
ス
は
普
遍
的
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
主
張
す
る
人
々
と
、
選
別
的

で
あ

る
べ
き
だ
と
す
る
人
々
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と

の
間
に
意
見
の
對
立
が
あ
る
。

普
遍
性
と
は
、
原
則
的
に
サ
ー
ビ

ス
は
無
差
別
的
に
全
市
民
に
提
供
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
す
る
包
括
的

立
場
で
あ
り
、
選
別
性

と
は
、
す
く
な
く
と
も
特
定
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
實
施
を
彊
調
す
る
畭
り
に
無
差
別
主
義
を
拒
否
す
る
立
場
で
あ
ろ

う
。

普
遍

性

の
立
場

は
、
す
べ
て
の
市
民
が
、
い
っ
か
は
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
と
い
う
認
識

の
上
に
立
つ
て
お
り
、
と
く
に
サ
ー
ビ
ス
が
、
貧
者
用
と
富

者
用

の
二
段
構
え
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
嚴
し
く
否
定
す
る
。
さ
ら
に
普
遍
主
義
は
、
必
ず
し
も
全
成
員
に
對
す

る
單
純
夲
等
な
サ
ー
ビ

ス
供
與
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
の
選
擇
的
適
用
を
否
定
す
る
わ
け
で
も
な

い
。
人
的
、
物
的
資
源

に
制
約

が
あ

る
場

合

、
サ
ー
ビ

ス
の
必
要
度
に
應
じ
て
、
對
象
に
優
先
順
位
を

つ
け
る
考
え
方
は
、
適
切
で
あ
り
望
ま
し
い
方
法
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
地
理

的
區
分
に
よ
つ
て
、
不
況
地
帶
や
都
市

の
ス
ラ
ム
で
の
サ
ー
ビ

ス
を
優
先
さ
せ
る
と
か
、
人
口
の
う
ち
老
人
や
兒
童
に
對
す
る
サ
ー
ビ

ス

を
先
行
さ
せ
る
の
は
正
し
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
在

の
傾
向
に
封
す
る
率
直
な
意
見
を
開
陳
さ
れ
た
博
士
は
、
そ
の
講
演
の
し
め
く
く
り
の
部
分
で
、
祗
金
旦
碣
祉

の

世

界
に
お
け
る
瓧
會
的
政
治
的

ア
ク
シ

ョ
ン
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
大
要
次
の
如
く
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

セ
ラ
ピ
ス
ト

「
わ
れ
わ
れ
肚
會
事
業
家
は
治
療
者
で
あ
り
、
貧
者
の
友
で
あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
杜
會
立
法
と
政
策
決
定
に
貢
獻

で
き
る
豐
か
な
傳

統
を
も

つ
專
門
家
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
人
間
行
動
に
關
す
る
廣
い
知
識
と
、
人
々

へ
の
信
念
と
、
個
人
の
可
能
性
に
對
す
る
深

い
信

頼
感
を
も

つ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
廣
般
な
瓧
會
的
施
策
を
個
人
と
家
族
に
適
用
す
る
場
合
に
大
い
に
役
立

つ
も

の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
か
か
る
知
識
や
信
念
を
持
た
な
い
人
々
に
よ
つ
て
、
瓧
會
輻
阯

の
基
本
計
畫
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
憂

慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

遲
き
に
失
し
な

い
う
ち
に
肚
會
的
政
治
的

ア
ク
シ
ョ
ン
を
興
し
て
、
祗
會
變
動
を
促
進
し
指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。」

『瓧
命旦
碣
祗
の
た
め
の
偉
大
な
戰

い

th
e
g
re
a
te
b
a
ttle
o
f
S
oc
ia
l
W
e
lfa
re
』

S
た
め
の

『
新
し
い
戰

略
と
戰
術
を
求
め
て
』

と
題
し
て
行
な
わ
れ
た
読
得
力
に
富
ん
だ
博
士
の
こ
の
講
演
は
、
今
回
の
國
際
會
議
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ

つ
た
と

い
え
る
。

四
、
わ
が
国
の
社
会
福
耻
教
育

に
對
す
る
提
言
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シ
ョ
ッ
ト
ラ
ン
ド
博
士

の
講
演
を
基
調
に
、
I
C
S
W
の
各
分
科
會
で
活
撥
な
討
議
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
I
C
S
W
に
先
立

つ
て
實
施

さ

れ

た

「
祗

會

幅
祉

と

瓧

會

開

發

の
た

め

の
教

育

-

七

〇

年

代

へ
の
方

策

と
。フ

ロ
グ

ラ

ム
-

-
T
r
a
in
in
g

f
o
r
S
o
c
ia
l
W

e
lf
a
r
e

a
n
d
S
o
c
ia
l
D
e
v
elop
m
e
n
t‐
P
olic
ie
s
a
n
d
P
r
og
r
a
m
e
s
fo
r
th
e
S
e
v
e
n
tie
s

を
テ
ー

マ
と
し
た
I
A
S
S
W
の
會
議

で
の

意
見
交
換
の
結
果
を
も
參
照
し
て
、
い
ま
に
な

つ
て
考
え
る
と
、
今
後

の
わ
が
國
の
瓧
會
幅
祗
教
育

の
上
で
、
す
く
な
く
と
も
次

の
五
點

に

つ
い
て
、
積
極
的
な
檢
討
と
謙
虚
な
反
省
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
え
る
。

第

一
は
、
な
ん
と
い
つ
て
も
瓧
會
輻
祗

の
本
質
概
念
把
握
上
の
問
題
で
あ
る
。
講
壇
の
上
か
ら
、
瓧
金
旦
碣
祗
が

か
つ
て
の
慈
善
や
慈
惠

で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
み
て
も
、
肚
會
事
業
と
肚
會
幅
祉

の
相
違
を
強
調
し
て
み
て
も
、
現
實

の
瓧
會
生
活

に
お
け
る
肚
會
幅
祗
、

市
民
感
情

の
申

で
の
肚
會
輻
祉

は
、
依
然
と
し
て
、
上
か
ら
下

へ
の
負
の
概
念
と
し
て
ま
か
り
と
お

つ
て
い
る
。

こ
の
肚
會
的
現
實
は
政
治

の
貧
困
に
の
み
原
因
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
い
ま
ま
で
の
肚
會
幅
祉
教
育
に
も
相
當

の
責
任

が
あ
る
。

瓧
會
幅
祉
の
本
質
概
念
を
滄
極
的
に
理
解
し
た
り
、
日
本
的
特
性
で
あ
る
杜
會
政
策
學
と
肚
會
幅
阯
學
と
の
關
係
を
充
分

整

理

し
な

い

で
、
瓧
會
政
策
を
主
と
し
、
肚
會
事
業
に
從
屬
的
地
位
を
與
え
る
よ
う
な
印
象
を
與
え
た
古
典
的
理
論
に
存
在
の
餘
地
を
殘
し
て
お

い
た

こ
と
、

つ
ま
り
は
ド
イ
ッ
的
風
土
に
根
ざ
し
た
科
學
と
、
ア
メ
リ
カ
型
思
考
の
實
踐
形
態
と
し
て
の
科
學
と
の
安
易
な
結
合

が
、
專
門
教

育

の
上
で
混
亂
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

い
ま

の
私
に
は
、
こ
の
點
に

つ
い
て
の
正
し
い
認
識
に
達
し
て
い
な

い
が
、
す
く
な
く
と
も
、
瓧
會
の
構
造
的
變
動

が
も
た
ら
す
現
代

型

の
祗
会
的
矛
盾
に
對
應
す
る
瓧
會
輻
祉

の
概
念

に
、

「
防
御
」
な
い
し
は

「救
濟
」
の
性
格
を
も
た
せ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
進
ん
で

「
攻
撃
」
な
い
し

「
對
決
」

の
性
格
を
も
合
わ
せ
も
た
せ
て
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
現
行

の
瓧
會
幅
祗
系
大
學

の
ヵ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
お
い
て
併
列
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
、
瓧
會
幅
祕
概
論
、
祗
會
問
題
、
瓧

會
保
障
概
論
、
瓧
會
政
策
な
ど
の
專
門
瓧
會
科
學
の
諸
講
座
に
お

い
て
、

「祗
會
變
動
を
促
進
指
導
す
る
」
瓧
會

輻
祗

の
あ
り
方
を
、
ど

う
組
み
込
ん
で
い
く
か
を
檢
討
す

べ
き
時
期

に
き
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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第

二
は
、
具
體
的
な
祗
會
幅
祗

の
分
野
別
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
再
檢
討
で
あ
る
。
は
じ
め
に
あ
げ
て
お

い
た
よ
う

に
、
現
行

の
日
本
肚
會

事
業
學
校
連
盟
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
は
、

「分
野
部
門
」
は
十
四
科
目
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
公
的
扶
助
論
、
兒
童
輻
祗
論
の
二
科
目

が

必
修
科
目
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
體
驗
し
つ
つ
あ
る
肚
會
變
動
や
歐
米
瓧
會
幅
祉
教
育
の
傾
向
を
考
え
る
と
き
、
老
人
輻
祉
論
は
必
修

と

す

べ
き

あ
ろ

う

し
、
都
市
瓧
會
輻
祗
論
、
住
宅
瓧
會
事
業
論

の
よ
う
な
大
衆
肚
會
状
況
に
根
ざ
す
講
座

の
確
立
も
必
要

で
あ
る
し
、
公
害
對
策
と
直
接
關

連

す
る
科
目
を
新
設
し
て
、
人
爲
的
な
生
活
環
境

の
破
壊

に
對
決
す
る
必
要
も
あ
る
。
さ
ら
に
今
回

の
研
修
を
通

じ

て
痛
感

し
た

こ
と

は
、
日
本
の
瓧
會
輻
祉
教
育
に
お
け
る
國
際
的
理
解

の
欠
除
に
つ
い
て
で
あ
る
。
わ
が
國
の
瓧
會
輻
祗
學
會
で
は
、
傳
統
的
に
歐
米
の

一

部
先
進
國
の
肚
會
幅
祉

の
動
向
に
注
目
し
過
ぎ
て
い
て
、

い
ま
で
も
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
實
状
に
つ
い
て
は
全
く
盲
目
で
あ
る
と
い
つ

て
よ
い
。
傳
統
的
な

「
睨
ア
ジ
ア
」
的
思
潮
は
、
他

の
隣
接
科
學
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
る
が
、
七
〇
年
代
に
入

つ
て
、
比
重
が

増

し
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
ヵ
の
價
値
と
、
こ
の
地
域

の
主
體
性
を
認
め
た
形
で
の
、
國
際
肚
會
輻
祉
論
と

い
つ
た
科
目
を
設
定
す

る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
、
肚
會
幅
祗
に
關
す
る
海
外
技
術
援
助
計
畫
の
充
實

の
た
め
に
も
、
そ
の
教
育
内
容
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
は
、
ど
く
に
瓧
會
頑
祗

の
た
め
の
ソ
シ
ア
ル

・
ア
fi
シ
m
ン

S
o
c
ia
l
A
c
tio
n

に
關
す
る
教
育
で
あ
る
。
從
來
か
ら
、

ソ
シ
ア

ル

・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
獨
立
し
た
瓧
會
事
業
の
方
法

・
技
術
と
み
る
か
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
オ
ー
ガ

ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
一
分
野
と
み
る
か
に

つ
い
て
議
論
が
あ

つ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
が
、
激
増
す
る
大
衆
祗
會
の
ニ
ー
ド
に
立
脚
し
て
、
立
法
、
行
政
の
對
應
を
求
め
る
組
織
的

壓

力
行
動
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
ソ
シ
ア
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
關
す
る
教
育
と
訓
練
は
、
時
代
の
要
請
で
も
あ
り
積
極
的
に
と
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。

第

四
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
肝
心
の
教
育
研
究
從
事
者

の
不
足
で
あ
り
、
教
育
資
材

の
不
足
で
あ
り
、
實
習
施
設
の
不
足
で
あ
る
。

本
來
的
に
實
踐
で
あ
る
べ
き
瓧
會
幅
祗
教
育
は
、
そ
の
國
の
風
土
に
根
ざ
す
個
人
、
家
族
、
地
域
瓧
會
等

の
具

體
的
な
歴
史
資
料
や
實

踐
記

録
を
素
材
と
し
て
有
効
な
理
論
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
に
も
拘
ら
ず
、
戰
後

の
ア
メ
リ
カ
直
輸
入
型
教
材
の
偏
重
傾
向
な
ど
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が
災

い
し
て
、
日
本
人
の
大
衆
生
活
思
考
と
は
マ
ッ
チ
し
な
い
抽
象
的
方
法
論
が
横
行
す
る
に
至

つ
た
。

現
實
と
餘
り
に
も
遊
離
し
た
理
論

の
許
容
と
、
理
論
と
實
際
の
乖
離
に
對
す
る
非
難
は
、
專
門
瓧
會
事
業
從
事
者
や
、
祗
會
幅
耻
系
學

生

か
ら
の
み
で
な
く
、
肚
會
輻
祉
サ
ー
ビ
ス
の
滄
費
者

で
あ
る
市
民
層
か
ら
も
ま
き
起

っ
て
い
る
が
、
こ
の
當
然

の
非
難
に
對
す
る
率
直

な
反
省

と
、
改
革

へ
の
努
力
は
逡
憾
な
が
ら
不
充
分
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
瓧
會
幅
祉
の
學
問
的
領
域
に
專
任

の
教
育
研
究
者
が
壓
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
時
代
思
潮
に
敏
感

な
若

い
研
究
者
が
少
な
い
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
世
界

の
後
繼
者
難
は
、
劣
惡
な
勞
働
條
件
や
研
究
環
境
に
加
え
て
、

戰
前

か
ら
の
經
驗
重
覗
型
の
非
科
學
主
義
や
、
文
部
省

の
設
置
基
準

の
非
合
理
性
や
、

一
部
の
瓧
會
事
業
機
關
、
施
設
の
管
理
者
の
事
な

か
れ
主
義
な
ど
、
多
數
の
退
嬰
的

ム
ー
ド
が
災

い
し
て
い
る
と
も

い
え
よ
う
が
、
肚
會
輻
阯

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
竭
げ
ら
れ
な
が
ら
實
際
に

は
増
大
し
つ
つ
あ
る
幅
阯
の
侵
害

の
事
實
を
實
踐

の
世
界
で
體
驗
し

つ
つ
あ
る
若

い
從
事
者
の
問
か
ら
、
現
状
打
破

へ
の
自
覺
と
意
識
を

科
學
的
に
究
明
す
る
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
そ
の
過
程

で
價
値
あ
る
教
材
が
生
み
出
さ
れ
、
教
育
研
究
者
が
育

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

肚
會
輻
祉
教
育
の
立
場
か
ら
見
る
限
り
、
肚
會
輻
祗
の
現
業
機
關
、
施
設
は
、
生
き
た
研
究
所
で
あ
る
。
現
業

の
場
を
單
な
る
實
習
施

設
、
見
學
施
設
と
し
て
の
み
考
え
た
從
來

の
あ
り
方

は
當
然
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
貧
弱
な
文
獻
と
杜
撰
な
資
料
に
埋
も
れ
た
大

學

の
研
究
室
か
ら
は
、
有
能
な
教
育
研
究
者
は
稟
立
た
な

い
で
あ
ろ
う
。
瓧
會
幅
祗
系
學
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度

の
確
立
な
ど
、
他
國
の

先
例
に
學
ぶ
べ
き
點
は
こ
こ
に
も
多

い
と
い
え
る
。

第
五
は
、

い
ま
ま
で
の
諸
點
を
總
合
し
、

い
わ
ぽ
未
だ
に
陽

の
あ
た
ら
ぬ
場
に
い
る
肚
會
輻
祉
系

の
大
學
が
、
自
ら
の
肚
會
的
位
置
の

變
更
を
求
め
て
、
瓧
會
的
評
價
の
擴
大
を
求

め
て
、
實
施
ざ
る
を
得
な

い
ソ
シ
ア
ル

・
ア
ク
シ

ョ
ン
に

つ
い
て
で
あ
る
。

祗
會
輻
祉
教
育
に
は
と
り
わ
け
活
動
的
な
教
員
を
必
要
と
す
る
。
學
生
と
共
に
學
び
、
共
に
苦
惱
す
る
教
員
が
で
き
る
だ
け
多
數
存
在

し
、
學
生
は
で
き
る
だ
け
少
數
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
肚
會
幅
祉
教
育
ほ
本
來
的
に
マ
ス

・
プ

ロ
教
育
に
は
な
じ
ま
な
い
に
も
拘



必

ら
ず
、
私
學
の
經
營
難
や
、
祉
會
輻
祗

へ
の
全
般
的
無
理
解
が
、
そ
の
例
外
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
訂
や
、
教
育
研
究
者

の
質
的
向
上

の
た
め
の
學
生
參
加

の
閥
題
や
、
市
民
祗
會
に
お
け
る
瓧
會
幅
祗
思
想

の
正
し

い
定
着

の
た
め
の
大
學
イ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
活
動
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、

『
住
民
の
側
に
立

つ
て
肚
金
旦
碣
祗

を
守
る
』
と
い
つ
た
從

來

の
姿
勢
を
更

に
發
展
さ
せ

『
肚
會
變
動
を
促
進
し
指
導
す
る
』
瓧
會
幅
祗
の
強
調
を
主
軸
に
、
『
人
類
輻
耻

の
た

め
の
偉
大
な
る
戰

い
』

の
課
題
と
し
て
把
握
し
行
動
す
る
こ
と
が
、
正
し
い
姿
勢
で
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
。

枇
會
改
革

へ
の
積
極
的
任
務
を
、
肚
會
幅
祉
に
與
え
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
肚
會
幅
祗
學
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
具
體

的

に
專
門
教
育
内
容
を
ど
う
改
善
し
て
い
く
に
つ
い
て
、
先
學
、
同
僚
や
學
生
諸
君
と
共
に
、
さ
ら
に
眞
劍
に
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え

て
い
る
。

四
、
參
考
と
し
た
い
若
干
の
問
題

今
回

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
滯
在
中
、
幸

い
に
諸
外
國
の
肚
會
事
業
研
究
者
と
討
論
し
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
惠
與
を
受
け
た
り
し
て
、
個
別

的

に
學
ぶ
こ
と
は
多
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
紙
數
の
制
約
も
あ
り
、
斷
片
的
に
な
る
が
、
主
題
と
關
連
す
る
若
干

の
具
體
的
な
事
實

に
つ

い
て
以
下
に
簡
單
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

1
、
韓
國

の
瓧
會
事
業
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

隣
接
す
る
韓
國
の
祗
會
幅
祉
事
情

に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
殆
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
の
は
殘
念
で
あ
る
。

こ
の
國

の
專
門
瓧
會
事
業
教
育
は
、

一
九
四
七
年
、

エ
ウ
ハ
女
子
大
學
に
肚
會
事
業
學
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
現
在
、
祗

會
輻
祉

の
專
門
教
育
課
程
を
も
つ
大
學
は
、
ソ
ウ
ル
國
立
大
學
を
含
あ
十
校
で
あ
り
、
合
計
學
生
數
は
、

一
九
六
九
年
現
在
、
大
學
院
生

十

八
名
、
大
學
生
七
九
四
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
、
瓧
會
幅
祉

の
專
任
教
員
は
僅
か
に
三
五
名
、
兼
任
教
員
六
八
名

で
、
こ
の
國
に
お

い
て
も
教
員

の
不
足
が
目
立
つ
て
い
る
が
、
韓
國
政
府
保
健
瓧
會
部
が
、
國
連
、

エ
カ
フ
エ
と
共
同
で
立
案
し
決
定
し
た
瓧
會
事
業
教
育

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
基
準
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
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科

目

單

位

-

、
韓

國

の
瓧

會

問

題

3

2

、

肚

會

政

策

・
祗

會

計

畫

4

3

、

瓧

會

輻

祗

行
政

・
管

理

4

4

、

瓧

會

調

査

6

5
、

肚

會

事

業

概

論

6

6
、

ソ

シ

ア

ル

ケ

ー

ス

ワ
ー

ク

9

7
、

ソ

シ
ア

ル
グ

ル
ー
。フ
ワ
ー

ク

9

8
、
絮

皿
髣

∬

潛

覆

葬

迄

ン
及
び

9

9
、
人
間

の
成
長
と
行
動

9

10
、
實

習

12

11
、
肚
會
事
業
演
習

9

以
上
の
合
計
八
十
單
位

の
う
ち
ω
よ
り
⑩
ま
で
の
七

一
單
位
が
必
修
科
目
で
、
⑪
の
演
習
九
單
位
は
、

兒
童
輻
祗
、
青
少
年
對
策
、
非
行
少
年
問
題
、
成
人
犯
罪
、
産
業
幅
祗
、
身
體
障
害
者

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、

精
神
衞
生

(精
紳

醫
學
的
知
識
を
含
む
)、
職
業
指
導
、
住
宅

・
都
市
計
画

の
肚
會
的
側
面
、
老
人
輻
祗
、
疾
病

の
知
識
、
家
族
計
画
、

協
同
組
合
、

レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
多
岐
に
分
れ

て
お
り
、
こ
の
中
か
ら
選
擇
し
て
履
修
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。

こ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
基
準
は
、

一
九
六
五
年
八
月
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
韓
國
か
ら
の
國
際
會
議
參
加
者
の

一
人
は
、
こ
れ

が
ア
メ
リ
ヵ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
模
倣
で
あ
る
と
嘆
き
、
日
本

の
肚
會
頑
祉
教
育
か
ら
ア
ジ
ア
的
傾
向
を
學
び
た

い
と
切
望
し
て
い
た
。
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事
實
韓
國
は
、
最
近
公
的
に
も
ア
ジ
ア
及
び
西
太
李
洋
地
域

の
專
門
瓧
會
事
業
家
と
の
交
流
を
希
望
す
る
よ
う
に
な

つ
て
い
る
が
、
現
在

の
わ
が
國

が
、
肚
會
事
業
教
育
の
分
野
で
韓
國

の
そ
れ
に
貢
獻
し
得

る
水
準
に
あ
る
か
ど
う
か
不
安
な
も
の
が
あ

る
し
、

こ
の
點
、
す
く

な

く
と
も
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
基
準

に
關
す
る
限
り
、
た
と
え
ア
メ
リ
ヵ
の
模
倣
的
體
系

で
あ
る
と
は
い
え
、
な
お
か

つ
わ
が
國
の
基
準
よ
り

は
韓
國

の
も
の
の
方
が
、
う
ま
く
整
序
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私

に
は
思
え
る
の
で
あ
る
。

2
、
ア
メ
リ
カ
の
瓧
會
事
業
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

ア
メ
リ
カ
の
大
學
院
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

oq
螽
住
§

9

0
珪
誌
o巳
q
日

は
、
廣
く
分
け
て
次

の
三

つ
の
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ω

肚
會
福
祗
政
策
と
諸
サ
ー
ビ

ス

肚
會
問
題
、
問
題
を
豫
防
し
治
療

し
統
制
す
る
た
め
の
計
畫
や
施
設
、
瓧
盒
旦
碣
趾

の
目
標
逹
成
に
影
響
を
及
ぼ
し

て

い
る
運
動

や
勢

力
、
政
策
決
定
に
お
け
る
瓧
會
事
業
家
の
役
割
な
ど
を
含
め
る
。

ω

人
間
行
動
と
祗
會
環
境

人
間
の
成
長
お
よ
び
人
格

の
發
達

(正
常
及
び
異
常
の
双
方
に
わ
た
る
)、

疾
病
と
障
害
、
文
化
的
規
範
と
價
値
、
個
人
お
よ
び
集
團

の
瓧

會
的
機
能
の
諸
局
面
な
ど
を
含
む
。

㈲

瓧
會
事
業
實
踐

の
諸
方
法

ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
。フ
ワ
ー
ク
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
オ
ー
ガ

ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
直
接
的
サ
ー
ビ
ス
及
び
、
調
査
、
管
理
な
ど

の
機
能
賦
與
的
方
法

e
n
a
b
lin
g

m
e
th
od
s
を
含
む
。

ま
た
大
學
段
階

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

u
n
d
e
rg
ra
d
u
a
te
c
u
rr
icu
lu
m

で
は
、
次

の
五

つ
の
指
標
が
要
請
さ
れ

て
い
る
。

ω

人
間
に
關
す
る
基
本
的
理
解
、
人
間

の
成
長

と
行
動
に
對
す
る
洞
察
に
寄
與
す
る
こ
と
。

ω

肚
會
及
び
肚
會

の
相
互
作
用
に
關
す
る
知
識
の
啓
發

㈲

瓧
會
幅
趾
活
動

の
基
底
を
な
す
哲
理
的
價
値
に
對
す
る
到
斷
力

の
育
成



邸

ω

問
題
の
解
決
お
よ
び
傳
達
の
技
術
能
力

の
啓
發

㈲

肚
會
制
度
と
し
て
の
肚
會
幅
祉
、
瓧
會
幅
祉
の
た
め
の
專
門
職
業

の

一
つ
と
し
て
の
肚
會
事
業

へ
の
理
解
力

の
養
成

以
上

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
基
本
線
は
、
ア
メ
リ
カ
肚
會
事
業
教
育
會
,,
T
h
e
C
o
u
n
c
il
o
n
S
oc
ia
l
W
o
rk

E
d
u
c
ation

(略
稱
C
S

W
E
)
の

一
九
六
二
年

の
改
訂
基
準
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
つ
て
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、

こ
の
國

の
專
門
瓧
會
輻
祉
教
育

は
、
大
學
院

の
段
階
で
行
は
れ
て
お
り
、
大
學
で
の
教
育
は
そ
の
前
段
階
的
色
彩
が
濃
厚

で
あ
る
。

今
回
の
I
C
S
W
に
提
出
さ
れ
た
ア
メ
リ
ヵ
國
内
委
員
會
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
肚
會
事
業
教
育
の
量
的
實
状
は
次

の
と
お
り

で
あ

る
。一

九
六
八
年
現
在
、
前
記
C
S
W
E
が
有
資
格
と
認
定
し
た
大
學
院
ど
し
て
の
肚
會
事
業
學
校
は
、
全
米
に
六
四
校
存
在
し
、
外
に
十

三
校
が
資
格
申
請
中
で
あ
る
。
(六
四
の
公
認
校
申
、
博
士
課
程
を
有
す
る
の
は
+
八
校
で
あ
る
。)
六
八
年
度
に
修
士
號

を
得
た
者
は
四
、

九
八

四
名
、
六
九
年

一
月
現
在
の
、
六
四
校

の
在
學
生
數
は

一
萬

一
、
七
〇
〇
名

で
あ
る
。

C
S
W
E
の
認
定
校
で
あ
る
大
學
は
二
二
三
校
で
あ
る
が
、
全
米
で
瓧
會
事
業
教
育

の
コ
ー
ス
を
も
つ
大
學
は
五
二
九
校
存
在
す
る
こ

と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
瓧
會
事
業
を
學
ぶ
大
學
生
は
約

一
萬
五
〇
〇
〇
人
な
い
し
二
萬
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
肚
會
輻
祗
教
育
に
重
大
な
影
響
を
與
え
續
け
て
き
た
ア
メ
リ
ヵ
は
、
專
門
瓧
會
事
業
從
事
者
の
養
成
に
關
す
る
限
り
、
量
的
に

は
わ
が
國
の
十
倍

の
規
模
を
誇

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ヵ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
革
と
い
つ
た
面
で
は
未
だ
重
要
な
變
化
は
み
ら
れ
な
い

よ
う
で
あ
る
。

こ
の
國
獨
特

の
人
種
差
別
や
都
市

ス
ラ
ム
對
策
な
ど
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
、
黒
人
教
員

の
優
先
的
採
用
と
か
、
解
放
運
動
家

の
囑
託
採

用

な
ど
の
動
き
は
全
米
に
活
撥
化
し
て
い
る
が
、
前
記
國
内
委
員
會

の
報
告
書
に

「
大
多
數
の
大
學
院
で
は
、
い
ま
で
も
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
重
點
を
置

い
た
教
育
が
行
は
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
變
更
も
檢
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
今
回
は
目
立

つ
た
動
き
を
察
知
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
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い
つ
れ
に
せ
よ
、
こ
の
國

の
瓧
會
事
業
教
育
に
は
依
然
と
し
て
、
現
實
と
相
當
遊
離
し
た
傳
統
的
な
樂
天
的
價
値
感
が
支
配
的
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

3
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
祗
曾
事
業
法

今
回
の
研
修
の
場
と
な

つ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
人
口
約
三
、
六
〇
〇
萬
、
ア
ジ
ア
最
大
の
キ
リ
ス
ト
教
國

で
あ

る
が
、
人
口
の
爆
發
的

増

加
と
經
濟
の
不
況
が
高
ま
り
、
國
民
の
牛
數
は
十
五
歳
以
下
、
都
市

の
失
業
者
八
〇
萬
、
仕
事
の
な
い
農
民
二
五
〇
萬
と
い
う
窮
状
に

あ

る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
國

の
瓧
會
幅
祉

へ
の
期
待
は
大
き
く
な

つ
て
い
る
。
率
直

に
い
つ
て
、
豫
備
的
知
識
が
ゼ

ロ
で
あ

つ
た
私

に

と
つ
て
、
こ
の
國
の
瓧
會
事
業
教
育
の
レ
ベ
ル
が
高
か
つ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
意
外
で
あ

つ
た
。
も
ち
ろ
ん
全
般
的
な
瓧
會
幅
祗
行
政

や
サ
ー
ビ

ス
の
領
域
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
將
來

へ
の
發
展

の
礎
石
は

一
應
固
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
し
、

こ
の
點

で
は
日
本
が
み

な
ら
う

べ
き
立
場
に
あ
る
と
い
つ
て
良

い
。

そ
の
例
證
と
し
て
、
こ
こ
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
肚
會
事
業
基
本
法
ど
も

い
う
べ
き
法
律

の
内
容
を
若
干
紹
介
し
て
お
き
た

い
。

法
律
は
、

一
九
六
五
年
六
月
制
定
公
布
さ
れ
た
共
和
國
法
第
四
、

三
七
三
號
で
正
式
の
名
稱
は
、

A
n

A
c
t

to

R
eg
u
la
te

th
e

P
r
ac
tic
e
o
f
S
oc
ia
l
W

ork
a
n
d

th
e
O
p
e
ra
tio
n
o
f
S
o
c
ia
l
W

o
rk

A
g
e
n
c
ies

in

th
e
P
h
ilip
p
in
es

a
n
d

O
th
e
r

P
u
r
p
o
se
s
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
改
正
法

(共
和
國
法
第
五
、

一
七
五
號
、
一
九
六
七
年
八
月
)
で
あ
る
が
、

こ
れ

に
よ
る
と
、

肚
會
事
業

は
、

「
個
人
と
瓧
會

の
幸
幅
の
た
め
に
、
肚
會
事
業

の
諸
技
術
を
使
用
し
て
、
基
本
的
な
杜
會
關
係
の
促
進
と
強
化

の
た
め
に
す
る
組
織
的

な
瓧
會
サ
ー
ビ

ス
と
、
個
人
と
杜
會
環
境
の
相
互
調
整
を
行
う
こ
と
を
本
務
と
す
る
專
門
職
業
で
あ
る
」
(第

一
條
)

ど
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
瓧
會
事
業

の
實
踐
者
が
ソ
シ
ア
ル

・
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
規
定
し
、
公
私
の
何
れ
を
と
わ
ず
、
お
よ

そ
瓧
會
事
業

の
機
關
施
設
で
現
業
に
從
事
す
る
公
認

ソ
シ
ア
ル
・
ワ
ー
ヵ
1
に
な
る
に
は
、

①

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
市
民
で
あ
り
、
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②

二

一
歳
以
上
で
、

③

健
康
で
、
人
格
が
高
潔

で
、

④

肚
會
事
業

に
關
す
る
學
士
號
を
有
し
、

か
つ
、

⑤

肚
會
幅
祗
施
設
に
お
い
て
、
公
認
ソ
シ
ア
ル

・
ワ
ー
ヵ
1
の
指
導
の
下
に
、

一
千
時
間
以
上
の
實
務
訓
練
を
絡
え
た
者
、

が
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
資
格
認
定
試
驗

に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
國
家
試
驗
に
は
、
書
類
審
査
と
筆
記
試
驗
が
あ
り
、
毎
年

一
回
、

マ
ニ
ラ
市
で
實
施
さ
れ
、
結
果
は
公
示
さ
れ
る
。

こ
の
資
格
認

定

に
當
る
委
員
會
は
、
委
員
長
を
含
む
五
名
で
構
成
さ
れ
、
委
員
は
大
統
領
の
任
命
に
よ
る
が
、
こ
の
委
員

の
選
任
に
當

つ
て
は
、

①

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
市
民
で
、

②

三
十
歳
以
上
の
人
格
高
潔
な
者
で
、

③

祉
會
事
業
に
關
す
る
學
士
號
又
は
修
士
號
を
有
し
、

④

學
士
號
取
得
後
五
年
以
上
、
修
士
號
取
得
後

二
年
以
上
の
肚
會
事
業

の
實
際
經
驗
が
あ
り
、

⑤

こ
の
資
格
認
定
試
驗

の
合
格
者
で
あ
り
、
(但
し
當
初
は
例
外
と
す
る
)

⑥

大
學
の
專
任
教
員

で
は
な

い
こ
と

の
諸
條
件
を
滿
た
す
者
か
ら
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。

こ
の
法
律
に
よ

つ
て
國
家
試
驗
を
受
け
、
公
認
さ
れ
た
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、

一
九
六
六
年
、

一
九
二
名
、

六
七
年
、

一
三
四
名
、

六
八
年
、
九
七
名
、
六
九
年
、
八
七
名
、
七
〇
年
、
六

一
名

(未
確
定
)
で
あ
り
、
經
過
措
置
ど
し
て
、
試
驗
に
よ
ら
な
い
で
公
認
さ
れ
た

者

(主
と
し
て
法
律
施
行
前
に
ア
メ
リ
ヵ
で
肚
會
事
業
敢
育
を
絡
了
し
た
者
)
三

一
八
名
を
加
え
る
と
、
合
計
八
四
〇
名
が
、
現
在
の
こ
の
國
の
公

認

ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
數
字
は
、
尨
大
な
肚
會
幅
祗
の
ニ
ー
ド
か
ら
み
れ
ば
も
ち
ろ
ん
少
き
に
失
す
る
が
、

一
九
六
七
年
以
降

わ
が
國

の
厚
生
省
に
相
當
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す

る
こ
の
國
の
瓧
會
幅
祉
部
(省
)
の
次
官
、
局
部
長
ク
ラ
ス
の
す
べ
て
は
公
認
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
ヵ
1
で
あ
り
、
漸
次
下
位

の
管
理
職
ポ

ス

ト
や
、
地
方
の
輻
瓧
行
政
官

は
公
認
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ

つ
て
占
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
對
し
、
わ
が
國
の
場
合
、
瓧
會
頑
阯
事
業
法

(昭
和
二
六
年
)
に
は
、
瓧
會
事
業
を
專
門
職
業
で
あ
る
と
規
定
し
た
條
文
は
存
在

し
な
い
し
、
國
家
試
驗

の
制
度
も
な

い
。
肚
會
頑
趾
主
事

の
任
用
資
格
は
、
ゆ
る
や
か
で
あ
い
ま

い
な
規
定
で
あ

る
。
さ
ら
に
瓧
會
幅
祉

審
議
會
そ
の
他
、
瓧
會
頑
阯

の
審
議
に
あ
た
る
委
員
會

の
メ
ン
バ
ー
選
出
條
件
に
つ
い
て
も
、
輻
祉
關
係
法

の
規

定
で
は
、
必
ず
し
も
瓧

會
輻
祗

の
領
域
に
専
門
的
知
識
を
も
た
な
い
存
在
を
排
除
で
き
る
し
く
み
に
な

つ
て
い
な
い
。

現
在
わ
が
國
の
公
私

の
瓧
會
頑
祗
系
勞
働
者
は
十
五
万
と
も
二
〇
万
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
職
員
の
有
資
格

率
は
幅
趾
事
務
所
の
現

業
員
で
七
二
%
、
保
育
所
保
母
で
八
五
%
と
い
つ
た
状
態

で
あ
り
、
有
資
格
保
母
の
六
〇
%
以
上
は
、
都
道
府
縣

の
保
母
試
驗
に
よ
る
資

格
取
得
で
あ
る
。
高
度

の
專
門
性
を
現
實
に
は
輕
覗
し
て
い
る
こ
の
傾
向
は
、
必
然
的
に
大
部
分
の
職
員

の
勞
働
諸
條
件
の
劣
惡
さ
を
ま

ね

い
て
お
り
、
對
象
に
對
す
る
處
遇
に

つ
い
て
も
人
間
的
な
ふ
れ
合

い
を
保
障
し
な
く
な
つ
て
い
る
。

い
わ
ば
安
上
り
の
幅
祗
行
政

が
、

輻
祉
優
先
を
か
け
聲
に
絡
ら
せ
、
肚
金
旦
碣
祉

の
專
門
職
化
實
現
の
上
で
癌
に
な

つ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
肚
會
事
業

法

は
、
わ
が
國
の
瓧
會
幅
祗
教
育
の
振
興

の
た
め
に
も
大
き
な
示
唆
を
示
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

わ
が
國
の
瓧
會
輻
祉
學
、
瓧
金
旦
碣
祗

の
組
織
的
教
育
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
各
國

の
近
状
を
學
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も

な
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

(と
く
に
オ
ラ
ン
ダ
)
に
お
け
る
瓧
會
開
發
と
杜
會
頑
祉

の
關
係
や
、
ア
フ
リ
ヵ
の
新
興
國
、

と
く

に

エ
チ
オ
ピ

ア
、
ケ

ニ
ア
、
ウ
ガ

ン
ダ
な
ど
の
獨
自

の
瓧
會
事
業
教
育
方
針
な
ど
、
注
目
す
べ
き
諸
點
が
多
く
、
國
際
交
流

の
場
に
ど
し
ど
し
若

い
研

究
者

の
進
出
が
望
ま
れ
る
が
、
最
後
に
、
わ
が
國
の
瓧
金
旦
碣
祉
教
育
が
い
か
に
し
て
ア
メ
リ
カ
偏
重
主
義
を
克
服

す
る
か
、

い
か
に
し
て

素
朴
な
模
倣
主
義
か
ら
脱
却
す
る
か
、

い
か
に
し
て
積
極
的
、
革
新
的
な
教
育
體
系
を
樹
立
す
る
か
を
考
え
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
は

從
來
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
觀
を
修
正
し
、
全
世
界

の
瓧
會
輻
祉
教
育
の
動
向
を
、
公
正
に
眺
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
張
調
し



て
お

き

た

い
。

本

稿
は
未
定
稿

で
あ
る
が
、
作
成

に
あ

た

つ
て
は
、

マ

ニ
ラ
會

議
に
出
席
さ
れ
た
、
明
治
學
院
大
學
若
林
龍
夫
敏
授
、
同
志
肚
大
學

嶋

田

啓

一
郎

教

授
、
四
國
學
院
大
學
岡

田
藤
太
郎
敢
授

な
ど

の
諸
先
生

か
ら
直
接

・
間
接

の
御
数

示
を
得
て

い
る
こ
と
を
付
記
し
て
、
諸
先
生

に
感
謝
す

る
。

X

X

X

X

な
お
、
私

は
今
回

の
海
外

研
修
の
結
果

に

つ
い
て
、
昭
和
四
十
五
年
十

二
月
八
日
に
開
か

れ
た
佛
教
大
學
公
開
講
演
會

に
お
い
て
は

「
瓧
會
變
動

と
國

際
瓧
會
事
業
教
育

の
課

題
」
と
題
し
て
約

一
時
間

の
報
告
を
行
な

つ
た

の
で
あ

る
が
、

そ
の
速
記
録

に
代

え
て
、

こ
の
リ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
た
次

第
で
あ

る
こ
と
も
付

記
し
て
お
く
。
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